























































































わりに  建築と自然 」で述べられてい
るところで，自然環境，歴史に培われた生活
環境との関係に基づく建築観に着目し，「西
洋に発する合理主義の近代建築にはない，日
本あるいはアジアからの世界の建築へのメッ
セージである」という。「民芸の建築」の独
自性について工業化を推進した近代デザイン
の本質的な課題のなかで評価された，藤田氏
の眼差しに驚かされるのである。
　この序論につづき，十数件の民芸の建築を
４名の執筆者が分担し詳しく解説している。
そこでは先に触れた建築史の分野より「民芸
の建築」に着目された川島氏，石川氏が建築
意匠と空間を中心に論述されているのに対し，
地域文化論の観点から益子における濱田庄司
邸を担当された濱田琢司氏の解説，そして近
代工芸史を専門とされる猪谷聡氏の解説など，
夫々に着目点が豊富で読み応えがある。そし
て，京都における上田恒次，松本における安
川慶一，静岡における高林兵衛ら，｢民芸の
建築｣ 設計に関わり，夫々の地域に固有の空
間を残した建築設計者の活動が掘り起こされ
ていることなど注目される。
　これらの各論を通して興味深く感じたこと
の一つを述べておきたい。
　「民芸の建築」に見るバイブリッドな性格
である。柳による日本民藝館（1936年）や，
濱田が中心となり河井ら民藝同人が協力した
という式場隆三郎邸（1939年）に顕著なよう
に，木造民家の手法による和の表現を示しな
がら，洋風使い，洋風の空間構成をとり，さ
らには暖炉の設備，朝鮮の伝統的意匠やウイ
ンザーチェアー等の参入があり，加えて日常
に供する雑器を含めて響きあう調和的世界が
形成されているのである。それらが「民芸の
建築」の名作としての評価を得てきたことに
より，こうした混成的表現が「民芸の建築」
の特質とみられると同時に，それらが街中の
ポピュラーな建築に流布する要因であったと
も指摘されていることである。ともあれ日本
における近代建築史上で，装飾を排したモダ
ニズムの建築が主流を形成しつつある時期に
おいて，こうした特色ある「民芸の建築」が
成立していたことである。近代における和風
建築の展開は，和風＋洋風技術，間取りの合
理化，近代数寄屋等により語られてきたので
あるが，加えて民芸の建築という領域が本書
によって認められるのである。
　おわりに，本書巻末には「全国の民芸運動
関連の建築」案内が付されており，見学等に
際してまことに便利な資料となっている。
